
広報ひかわ 2020.11 広報ひかわ 2020.1119 18

No.181 11 月号
ひかりん

塘と
も

ゆ
け
ば
嬉
し
げ
な
り
し
赤
と
ん
ぼ

　
氷
川
の
風
に
浮
か
び
け
る
か
な

北
野
津
　
井
田
　
道
寛

ポ
ッ
ト
苗
一
芽
一
芽
を
慎
重
に

　
割
れ
ば
秋
日
は
つ
る
べ
お
と
し
に

西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

コ
ロ
ナ
禍
待
ち
合
い
室
の
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席
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微
か
漂
ふ
バ
ラ
香
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西
野
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崎
　
栄
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こ
ん
な
祖
父
い
た
よ
と
彼
へ
与
え
て
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た
し
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書
物
孫
へ
手
渡
す

西
上
宮
　
村
内
　
一
誠
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れ
出
で
し
か
眠
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暮
く
ら
す
か
た
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形
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色
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ぞ
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歩
く
人
の
道
有
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上
鹿
島
　
前
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俊
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町
民
文
芸

短
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俳
　
句
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月
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氏
神
さ
ま
へ
宮
参
り

北
野
津
　
井
田
　
道
寛

中
天
に
か
か
る
満
月
良
夜
か
な

西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

晩
秋
の
眼
鏡
頼
り
の
読
書
か
な

西
野
津
　
古
崎
　
栄
子

野
辺
に
咲
く
紫
美は

し
き
露
草
よ

吉
　
本
　
髙
橋
　
澄
子

青
空
に
木
犀
の
香
の
流
れ
ゆ
く

西
上
宮
　
村
内
　
一
誠

言こ
と
だ
ま霊
の
心
に
響
秋
彼
岸

　
　
　
　
　
上
鹿
島
　
前
村
　
俊
子

考
察
　
中
野
重
治
　
愛
し
き
者
へ

　
　
　
　
　
法
道
寺
　
本
田
　
花
風

政
野
の
重
治
に
対
す
る
思
い
や
り
が
強
く
伝

わって
き
ま
す
。血
液
検
査
は
、性
病
の
こ
と
で

当
時
は
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
。後
日
、重
治
は

陰
性
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

中
野
は
妻
の
入
籍
に
つ
い
て
、両
親
の
気
持

ち
を
忖
度
し
て
か
、煮
え
き
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あっ
た
。

正
式
な
婚
姻
届
け
が
出
さ
れ
る
の
は
、結
婚

か
ら
七
年
余
り
も
過
ぎ
た
昭
和
十
二
年
六
月

二
十
五
日
の
こ
と
に
な
る
。中
野
は「
原
ま
さ

の
」の
あ
て
名
で
手
紙
を
書
き
つ
づ
け
て
い
る
。

　
か
な
り
の
手
紙
が
検
閲
に
引
っ
掛
か
り
、届

い
て
い
な
い
こ
と
は
、重
治
が
書
き
添
え
て
い

る
。ま
た
書
籍
に
お
い
て
も
検
閲
で
欲
し
い
も
の

が
入
手
で
き
な
い
な
ど
、検
閲
の
厳
し
さ
は
十

分
あっ
た
よ
う
で
あ
る
。

獄
中
の
生
活
は
単
調
に
な
り
が
ち
で
あ
る
け

れ
ど
、重
治
が
頻
繁
に
書
く
手
紙
は
、監
獄
の

生
活
を
負
担
に
感
じ
る
様
子
が
全
く
見
え
な
い

の
で
あ
る
。こ
の
時
代
、政
治
犯
に
課
せ
ら
れ
る

重
圧
は
相
当
の
も
の
と
思
って
い
た
が
、そ
れ
は

感
じ
ら
れ
な
い

第
八
信
で
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
こ
こ
に
い
て
私
は
ど
う
も
我
マ
マ
ば
か
り

言
って
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、こ
れ
は
生
ま

れ
つ
き
で
も
あ
る
か
ら
カ
ン
ベ
ン
し
て
貰
い
た

い
。お
前
さ
ん
達
自
身
は
、貧
乏
と
か
不
自
由

と
か
いって
も
た
い
し
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
か

ら
、あ
く
ま
で
も
朗
ら
か
に
快
活
に
、ニ
コ
ヤ
カ

に
暮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。」

全
く
、新
婚
の
政
野
や
肉
親
に
苦
労
を
掛
け

て
い
る
事
情
は
分
か
って
い
る
だ
ろ
う
に
、手
紙

は
自
己
本
位
だ
。そ
こ
に
は
文
士
と
し
て
の
中

野
重
治
の
社
会
的
な
位
置
づ
け
が
垣
間
見
え

る
。共
産
党
入
党
時
に
三
年
間
参
議
院
議
員

（
全
国
区
選
出
）も
務
め
て
も
い
る
。

 投稿について
・楷書で記入し、漢字には全て読みが
なをふって投稿してください。
・内容確認する場合がありますので
お電話番号を記載してください。
・毎月5日必着
※遅れて投稿された場合掲載できな
い場合があります。あらかじめご了承
ください。
 投稿先
〒８６９・４８１４ 氷川町島地６４２番地
企画財政課  企画係
　☎０９６５・52・5850

け だよりん こ う

【お問い合わせ先】  町民課  保健予防係（健康センター）  ☎0965-52-7154

子育て世代包括支援センターを
健康センターにて開設しています‼

地区担当保健師がみなさんの「困った」「不安」のご相談をお受けします

氷川町からの子育て・健康に関する情報もSNSで発信します！！

子育てでこんなお悩みありませんか？

　子育て世代のみなさんの「困った」を解決するために必要な人や関係機関、福祉的サービスなどと
協力しサポートします。
　こどもたちの「育つ力」をいろんな角度から応援します♪
　本人・保護者だけでなく、ご家族や地域の人からの相談もお受けします‼
　お問い合わせや相談は下記の健康センターまでご連絡ください。

保育園や学校でこどもが
困っているみたい
何かしてあげられないかな？

望んでいない妊娠を
してしまった・・・ 育児がつらい

これ以上
頑張れない・・・

こどもに
どう関わっていいか
わからない・・・

LINE氷川町公式
インスタグラム

ひかりん
フェイスブック ひかりん

お役立ち情報も掲載する予定です。ご登録をお願いします♪

山火事にご用心！ 火の取扱いに
注意しましょう！

山火事は、春先や秋から冬にかけて発生しています。山火事が
一旦発生すると消火は容易ではなく、また、長い年月をかけて
育てた貴重な森林を一瞬にして失うことになります。山火事発
生防止のため、下記の点にご注意ください。
・枯草などのある火災が起こりやすい場所では、たき火をし

ないこと。
・強風時および乾燥時には、たき火、火入れをしない
・火入れを行う際は必ず許可を受け十分な実施体制をとる
・たばこは指定区域で喫煙し、吸い殻は必ず消す
問 農業振興課農産係　☎0965-52-5854

11月9日（月）から15日（日）まで、秋季全国火
災予防運動が展開されます。防火標語は「そ
の火事を 防ぐあなたに 金メダル」です。火の
元、火の取扱いには十分注意しましょう。
また、八代広域行政事務組合消防本部では、
自身で設置や点検が困難な高齢者世帯に対
し、住宅用火災警報器の取り付けや、点検の
支援活動を実施しています。
問 八代広域行政事務組合消防本部
 　予防課  ☎0965-32-9227
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